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高温超伝導体Bi Sr CaCu O （Bi2212）単結晶の表面をメサ状に加工した素子に直流電圧を

結晶 c軸へ印加することで、THz

帯の電磁波が放出される[1]。この

素子は結晶内部の固有ジョセフソ

ン接合で生じる交流ジョセフソン

効果を利用したものである。素子

動作時のジュール熱が発振特性に

大きな影響を与えることから[2]、

特性の評価が困難であった。この

問題を解消するため、メサ構造下

部の Bi2212基板を排除し、素子

からの排熱性を向上させた単独メ

サ構造が開発され、その特性評価

が近年進められている。現在、

我々は排熱効率を改善した素子構

造を用いて、発振素子の性能限界に関して調べているところである。 

図 1は FT-IRを用いて400 × 80 × 2.1 の単独メサから得られたスペクトルの中心周波数と

そのピーク強度の関係をまとめたものである。約 0.9 THzに最も強いピークが確認できる。これ

は TM(2,0)モードによる空洞共振周波数 0.892 THzと非常に近い値となっている。排熱効率の改

善により、従来構造では観察されにくかった TM(2,0)のような高次のモードも明確に観測される

ようになってきた。現在はこれら高次のモードも含め、素子の発振出力の決定要因を調べてお

り、当日はそれらについて議論する。 
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Fig 1. The relationship between observed spectrum peak 

frequency and intensity. 
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